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「福祉医療給付制度を国の制度として確立することと、医療費助成に係る
国民健康保険の国庫負担減額調整措置をすべて廃止することを求める陳情」

　国は子ども医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担減額調整措置を廃止したが、その他の医療費
助成については減額調整措置が残されている。減額調整措置は自治体の医療費助成に対してペナル
ティをかけるものであり、制度拡充の壁になっている。よって、以下の事項を求めるもの。
１　福祉医療給付制度（子ども医療費助成、障がい者医療費助成等）を国の制度として確立すること
２　子ども医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担減額調整措置の廃止に留まらず、障がい者等そ
の他の医療費助成に係る同保険の減額調整措置についても、すべて廃止すること

反対討論　制度改正のメリットは理解できるが、国保の財源確保という部分が見えない。町の国保運
営は、根本的な制度改正が望まれるものであり、そこに繋がらないのではないかと考え反対。

賛成討論　国保の財源確保は大事だが、この陳情は、全国一律で同じサービスが受けられるよう根本
的な制度の改正をして欲しいという趣旨の陳情であり、全国知事会・市長会も要望してい
るため賛成。

採択　　　賛成多数で採択　

「高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないことを求める意見書」
　高額療養費制度は、がん患者をはじめとして重篤な疾患の患者にとってまさに命綱であり、自己負担
上限額の引き上げは受診抑制や治療継続の断念等につながるため、引き上げをしないことを求めるもの。
反対討論　財源根拠や代案が示されていないこと、より深い議論がなされていない。
賛成討論　国の方針が迷走しているが、将来的にも平等に高額療養を受けられるようにしてほしい。

陳情の採択を受けて、花岡進議員から意見書案が提出されました。
賛成多数で可決。国および関係省庁に意見書を送付しました。

陳情

意見書

生活文教常任委員会から意見書案が提出され、賛成多数で可決。
国および関係省庁に意見書を送付しました。

意見書

陳情・意見書案の審査結果

3 月 定 例 会  議 案 等 賛 否 一 覧
※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ表示しています。

賛成者は「○」、反対者は「×」とします。議長は採決に加わらないため、「斜線」としています。
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国民健康保険税条例の一部改正 可決 ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ ○
国民健康保険特別会計令和７年度予算 可決 ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ ○
下水道事業会計令和６年度補正予算 可決 ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ ○
福祉医療給付制度を国の制度として確立することと、医療費助成に係る
国民健康保険の国庫負担減額調整措置をすべて廃止することを求める陳情 採択 × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○

福祉医療給付制度を国の制度として確立することと、医療費助成に係る
国民健康保険の国庫負担減額調整措置をすべて廃止することを求める意見書 可決 × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○

高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないことを求める意見書 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○
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